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分布と同じである。一方、時効による B. C. C への変化が観測され、その間で内部磁場の分布に変化
が認められなかった。その結果、この非品質状態は非常に小さい結品の集合体から成り立つと考えて
よく、その結晶は B. C. C構造をもち、そのサイズは約20A程度である。一方、昇温による結晶化過
程を調べ、その結果、次の 3 段階に分かれることが判った。
1 ) 3000C ~400"Cで、 P およびC のメタロイド原子が動くことにより、短範囲の規則化が起る。
2 ) 4000C ~4300C で、中間準安定相が析出する。








一方、昇温による結晶化過程を調べ、 (1)400 0C 以下で P およびC原子の移動によると思われる短範囲
の整列化と磁化の異方的分布の変化が生じ、 (2)430 0C で未知の中間準安定相が生じ、(3) それ以上で最終
安定分離相として、 α-Fe， FeaC , FeaP に分れる事を明らかにした。これらの結果は非品質合金の
一般的状態と性質に関して多くの新らしい知見を与えたものであり、博士論文として価値あるものと
判断される。
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